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国際的には感染者数・死亡者数とも少な
かった日本

• 累積検査陽性者数 199,577人, 死亡者数 2,943人, 12月21日時点

• 多くの感染者と死亡者を出したことは間違いないが、欧米諸国と比べると
かなり少ない。

• 感染者数や死亡者数が欧米と比べて少ない理由は不明

– 5月29日の専門家会議の提言
• 国民皆保険制度による医療へのアクセスのよさ

• 保健所の整備などによる公衆衛生水準の高さ

• クラスター対策が効果的だったこと

• 政府からの行動変容の要請に対する人々の協力の度合いが高
かったこと
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日本の感染予防政策

• 海外では、ロックダウンによって強制的に人々の外出を抑える
という感染拡大予防政策をとった。しかし、日本の緊急事態宣
言には、そのような強制力はほとんどなかった

• 行動を控えることの協力要請という権限しか行政機関には与え
られていない。

• 罰則がないもとで、多くの人々に感染予防行動をとってもらう必
要

• そこで用いられたのが、市民への情報提供によって行動変容を
促すという政策
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２月２４日から始まった専門家会議の呼びか
け
• 「新型コロナウイルス感染症対策専門家会議」は２月２４日に出

した見解で「みなさまにお願いしたいこと」という節を設けて、直
接、行動変容の依頼

– 「この１～２週間の動向が、国内で急速に感染が拡大するかどうかの瀬戸際であると考えていま
す。そのため、我々市民がそれぞれできることを実践していかねばなりません。特に、風邪や発
熱などの軽い症状が出た場合には、外出をせず、自宅で療養してください。・・・（中略）・・・また、
症状のない人も、それぞれが一日の行動パターンを見直し、対面で人と人との距離が近い接触
（互いに手を伸ばしたら届く距離）が、会話などで一定時間以上続き、多くの人々との間で交わさ
れるような環境に行くことをできる限り、回避して下さい。症状がなくても感染している可能性があ
りますが、心配だからといって、すぐに医療機関を受診しないで下さい。医療従事者や患者に感
染を拡大させないよう、また医療機関に過重な負担とならないよう、ご留意ください。教育機関、
企業など事業者の皆様も、感染の急速な拡大を防ぐために大切な役割を担っています。それぞ
れの活動の特徴を踏まえ、集会や行事の開催方法の変更、移動方法の分散、リモートワーク、オ
ンライン会議などのできうる限りの工夫を講じるなど、協力してください。」
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専門家会議提言

• ３月１９日

– 「皆さんが、「３つの条件が同時に重なった場所」を避け
るだけで、多くの人々の重症化を食い止め、命を救えま
す。」という利他的メッセージ。

• ４月１日

– 「行動変容の必要性について」という節で、ウイルスの
特徴を説明した上で、３密を避けること、手洗いの徹底
を呼びかけ

5



6



コロナ感染症対策の行動経済学
Sasaki, Kurokawa & Ohtake(2020)
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• 感染予防対策を促進するナッジメッ
セージの研究



調査のタイミング

• インターネット調査

• 同一人物を追跡調査

– 20-69歳

– 第1回:4月28-30日
• 6,050人

– 第2回:5月8-12日
• 5,664人

• ナッジメッセージのRCT

• アウトカム

– 感染予防行動の意図と行動
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コロナ感染症対策の行動経済学
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１回目 感染予防行動の意図
新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえて、あなたは、以下の予防行動をとる意思がどのくらいあります
か？ 「取るつもりはまったくない」を0、「必ず取る」を7とした場合、あなたは何点ですか。

1. せきやくしゃみをするときは、マスク・ハンカチ等を口にあてる（咳エチケット）
2. 手洗い・うがいやアルコールによる手や指の消毒を頻繁にする
3. 外出時には必ずマスクを着用する
4. 少しでも具合が悪くなったら外出しないように努力する
5. 病気でなくてもできる限り家にいるようにする
6. 十分な休息と睡眠をとる
7. 栄養価の高い食事をする
8. 握手をしないように努力する
9. 顔を触らないように努力する
10. キャッシュレス決済（クレジットカードや電子マネーなど）を利用する
11. 飲食店の店内で飲食をせずに、出前や持ち帰りを利用する
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２回目 感染予防行動の実際
最近1週間、あなたは以下の行動をどのくらい取りましたか？「一度もしなかった」を0、「ほぼ毎日した」を7
とした場合、あなたは何点ですか。

1. せきやくしゃみをするときは、マスク・ハンカチ等を口にあてた（咳エチケット）
2. 手洗い・うがいやアルコールによる手や指の消毒を頻繁にした
3. 外出時には必ずマスクを着用した
4. 少しでも具合が悪くなったら外出しないように努力した
5. 病気でなくてもできる限り家にいるようにした
6. 十分な休息と睡眠をとった
7. 栄養価の高い食事をした
8. 握手をしないように努力した
9. 顔を触らないように努力した
10. キャッシュレス決済（クレジットカードや電子マネーなど）を利用した
11. 飲食店の店内で飲食をせずに、出前や持ち帰りを利用した
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１回目 社会的距離の意図
新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえて、あなたは、人との接触を減らすために以
下の行動を控える意思がどのくらいありますか？ 「控えるつもりはまったくない」を0、「絶
対に控える」を7とした場合、あなたは何点ですか。

1. 居酒屋やバーに行く
2. レストランへ行く
3. 喫茶店に行く
4. スーパーマーケットや食料品店に行く
5. ジムに行く
6. 会社に出勤する
7. 電車やバスなどの公共交通機関を利用して移動する
8. 飛行機を利用して移動する
9. 少人数の集まり（オンラインを除く）に参加する
10. 大人数の集まりやイベント（オンラインを除く）に参加する
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２回目 社会的距離の実際
最近1週間、あなたは以下の行動をどのくらい取りましたか？「一度もしなかった」を0、
「ほぼ毎日した」を7とした場合、あなたは何点ですか。

1. 居酒屋やバーに行った
2. レストランへ行った
3. 喫茶店に行った
4. スーパーマーケットや食料品店に行った
5. ジムに行った
6. 会社に出勤した
7. 電車やバスなどの公共交通機関を利用して移動した
8. 飛行機を利用して移動した
9. 少人数の集まり（オンラインを除く）に参加した
10. 大人数の集まりやイベント（オンラインを除く）に参加した
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人との接触減少意図
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人との接触行動実際
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感染予防行動に関する意図
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感染予防行動実際
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コロナ感染症対策のメッセージの効果

• 利他的利得フレームメッセージ
– 人との接触を減らす意図にも行動にも影響あり（損失フレーム、利己的

メッセージは影響がない）

• 利他的メッセージ
– 利得フレームでも損失フレームでも感染予防対策の意図には効果があ

るが、行動には効果が小さい（この時期はすでに多くの人が対策をして
いたことも影響？）

• 利己的メッセージ
– 感染予防行動にマイナスの影響
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スマホを使ったナッジ

• スマホでメッセージ→

– 位置情報で行動調査
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メッセージ
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メッセージ ナッジタイプ

G01 都市部で感染者が増えています。「自分は大丈夫」との考えが周りの人の命を脅かします 利他性

G02 コロナウイルスに感染すると約5％の確率で死に至ります。人が密集した場所を避け、感染リ
スクを低めましょう。

損失回避：健康

G03 第二波で失業率は戦後最悪になると予想されています。感染防止対策を取りながら外出し
ましょう。

損失回避：経済的

G04 みんなで乗り越えよう。解除後も７割の人が自粛中です。 社会規範

G05 満員電車を避けると染リスクを下げることができます。 シンプルなアドバイス

G06 都市部で夜の繁華街を中心に感染者が急増しています。 シンプルな情報提供



結果まとめ

• 週末のほうが効果が高い
– 週末の外出時間52分/日減少（経済損失）

– 平日夜の外出時間19分/日減少（同調圧力）

– 週末外食回数0.2回減少（経済損失）

– 平日外食回数0.1回減少（利他性）

– 週末娯楽施設来訪回数0.15回減少（経済損失）

– 平日娯楽施設来訪回数は統計的有意ではなかった



感染予防行動と教育

• Lee, Kurokawa, Sasaki, Ohtake(2020)

– 子供の頃の学校での手洗い教育、神社での手水
の習慣が、現在の手洗い行動だけではなく、感
染予防行動にプラス

– 今回の手洗い教育の強化は長期的な影響をもつ
可能性
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新型コロナ感染症対策とナッジ

• 行動経済学的なナッジは
– 感染症対策促進に有効（矢印や足跡マークも含めて）

– 自分自身の感染予防対策が、人の命を救うという利他的メッセージが効果
的

– 人の命を危険にさらすという損失フレームは、即時的効果があるが、時間が
経っても効果があるのは利得フレームではないか？（災害避難促進ナッジの
研究（大竹・坂田・松尾(2020))

– 感染が広まると景気が悪化することを強調するナッジも効果的

– 感染の流行状況や景気の状況によって効果的なナッジは変化する（文脈が
重要）

– RCTによる効果検証をした上でナッジを導入し、その成果も計測できるように
することが望ましい
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新型コロナ感染症対策と経済学
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日本経済学会の取り組み
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緊急事態宣言の行動変容への影響

• Watanabe & Yabu(2020)

• 位置情報の人流データを用いて、感染者数情報、
緊急事態宣言、臨時休校の影響を分析

• 緊急事態宣言そのものより、感染者数に関わる
情報とそれ以外の情報によってもたらされた
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コロナショックの異質な影響
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コロナの産業別・職種別支出ショック
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コロナの性別・雇用タ
イプ別・学歴別ショック
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まとめ

• 規制や罰則が使えないという制約の中でのコ
ロナ対策

• 行動経済学的なナッジメッセージの利用

– EBPMの活用の余地

• コロナショックの経済学的分析

– 迅速で頻度の高いデータの利用

33


	新型コロナ感染症の行動経済学
	国際的には感染者数・死亡者数とも少なかった日本
	日本の感染予防政策
	２月２４日から始まった専門家会議の呼びかけ
	専門家会議提言
	スライド番号 6
	コロナ感染症対策の行動経済学�Sasaki, Kurokawa & Ohtake(2020)
	調査のタイミング
	コロナ感染症対策の行動経済学
	１回目　感染予防行動の意図
	２回目　感染予防行動の実際
	１回目　社会的距離の意図
	２回目　社会的距離の実際
	人との接触減少意図
	人との接触行動実際
	感染予防行動に関する意図
	感染予防行動実際
	コロナ感染症対策のメッセージの効果
	スマホを使ったナッジ
	メッセージ
	結果まとめ
	感染予防行動と教育
	新型コロナ感染症対策とナッジ
	新型コロナ感染症対策と経済学
	日本経済学会の取り組み
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	緊急事態宣言の行動変容への影響
	コロナショックの異質な影響
	コロナの産業別・職種別支出ショック
	コロナの性別・雇用タイプ別・学歴別ショック
	まとめ

